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■八尾市芸術文化推進基本計画の７つの施策と主な取り組み

・やおうえるかむコモンズ推進会議の開催
・やおうえるかむコモンズ推進会議メンバーの拡大
・体制の再構築に向けた準備
・やおうえるかむコモンズのポータルサイトの開設
・アートコーディネーター養成講座の実施

・八尾市文化会館でのアート＆シアター事業、相談業務
・高校合同文化祭やまちかどライブクリエイションの開催

・八尾市文化会館の鑑賞型公演やワークショップ事業等

・やおうえるかむコモンズのポータルサイトの開設
・高校合同文化祭やまちかどライブクリエイションの開催

・八尾市文化会館の学校と連携した事業等
・高校合同文化祭の開催

・八尾市文化会館のアウトリーチ事業等
・まちかどライブクリエイションの開催

計画目標：芸術文化の魅力を活かした豊かなまちづくり 令和６年度の取り組み

・河内音頭の振興 ・高安地域ゆかりの能の振興
・やおうえるかむコモンズのポータルサイトの開設、地域メディアとの連携
・やおうえるかむコモンズロゴマークの商標登録

※ はリーディングプロジェクト

令和６年度やおうえるかむコモンズ推進会議の主な取り組み
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１．高校合同文化祭「はじけろ!!!私たちの青い才能」

高校合同文化祭について、令和６年度は「はじけろ!!!私たちの青い才能」と題し、
市内４か所で、市内全６高校による作品展示やパフォーマンスを行った。
また、一部の演目で中学生も出演、出展した。

【開催期間】 令和６年11月９日（土）～11月17日（日）
【開催場所】 八尾市文化会館（プリズムホール）、アリオ八尾光町スクエア

シルキーホール、八尾おゆば、オンライン展覧会HUAHUA
【参加高校】 金光八尾高校（将棋部、吹奏楽部、創作ダンス部、美術部、邦楽部）

八尾高校（ギター部、軽音楽部、書道部、ダンス同好会、美術部）
八尾北高校（写真部、ダンス部、美術部、漫画研究部）
八尾支援学校（中学部・高等部）
八尾翠翔高校（軽音楽部、漫画研究部）
山本高校（アコースティックギター部、軽音楽部）

（八尾市内全６校）
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【来場者アンケート】（抜粋）

・子ども達の日々の活動し作成した作品の数々を間近に、ゆっくり観ることが出来ました。初めて観に来たのですが、来て良かったです。

・娘が出演すると、とても喜んでいました。高校生にこのような機会を与えてもらい親としても嬉しいです。ありがとうございました。他校のクラブと
も交流出来て良いですね。

【出演者・出展者アンケート】（抜粋）

・自分の作品に興味を持ってくれたお子さんやおばあさんがいたと聞いて頑張ってつくって良かったなぁと思いました。

・今年度、中学部がはじめて作品展に参加させていただきました。生徒の成果を発表できるよい機会をいただき、多くの方に見ていただくことが
できうれしく思います。ありがとうございました。

・中々見れない他の学校の演技などが見れたし、自分たちもいろんな人に見てもらえて楽しかったです

・今回が初めての参加だったのでわからないことや不安もありましたが、他校の発表などを見れたのでとても楽しめました。見てくださった人たちの
雰囲気も良く踊りやすかったと思います。楽しかったです

・生徒たちが緊張しながらも普段のおけいこの成果を発表する機会となりよい経験となった。また、保護者や一般の方に彼らが一生懸命演奏
する姿を見ていただくことができてよかった

※来年度も高校合同文化祭に参加したいか。

（10段階） 回答者119人 平均8.1

【内訳】10（50人） ９（7人） ８（15人）

７（17人） ６（17人） ５（12人）

３（1人）
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２．まちかどライブクリエイション

八尾市内各地で開催される芸術文化による創造と交流のイベントとして、昨年度に引き続き実施した。

市内外の人たちに身近にアートに触れられる機会の提供と、2028年の開催をめざす「（仮称）八尾まちかど国際芸術祭」のパイロット事業と
して、10月13日から12月8日まで※、約2ヶ月にわたり、多くの人が行き来するような会場（全10か所＋オンライン）で、発表の場を提供し、
週変わりでアーティストや一般市民・団体の皆さんが参加した。

※プレ企画として、9月14日・10月13日にナイトマーケットwith芸術文化音楽祭も開催。

（主催）やおうえるかむコモンズ推進会議

（開催期間・場所）
・10/13（日）
・10/27（日）
・11/3（日） ・ 4（月）
・11/4（月）
・11/10（日）
・11/17（日）
・11/17（日）
・11/23（土） ・ 24（日）
・11/24（日）
・11/24（日）
・12/8（日）
・12/8（日）
・11/1（金）～30（土）

ダンサー・イン・レジデンス八尾「ふうりん劇場」（TOMOI R&D）
ひらいマルシェ（平井製作所）
エシカルフェスタwith芸術文化音楽祭（新田ゼラチン グラウンド）
きんやおマルシェ（近鉄八尾駅前噴水広場）
かやふりフェスタ（萱振御坊 恵光寺）
八尾おゆば
つながるなかまinフェスタ（地域共生空間つながり）
まちかどライブクリエイション×茶吉庵の秋まつり（茶吉庵）
SANKARA Marche～10歳若返り・美と健康～（Cafe SANKARA）
愉快な仲間のサロンコンサート（TSUTAYAリノアス八尾店）
きんやおマルシェ（近鉄八尾駅前噴水広場）
ヘアアクセサリーワークショップ（TSUTAYAリノアス八尾店）
オンライン展覧会（HUAHUA）
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【来場者アンケート】（抜粋）

・我が家の娘が『八尾に生まれて良かった』って言いました。

・お風呂も楽しめ音楽も楽しめてすごく良かったです。

・恩智地区について知らなかった歴史と観光史跡に触れることができました。スタンプラリーで良い運動にもなり、ワクワクしながら過ごせました。

・普段来ない場所ですが、色々と面白い場所や発見があって良かったです。

・演奏者の方と距離が近くて大変楽しかった。

・いつも楽しいイベントで八尾に来るのが嬉しいです。

【会場リーダーアンケート】（抜粋）

・立地の悪い場所でも、人は集めることができると言う自信につながりました。また、八尾市有数の企業や、周辺の施設を巻き込んだイベントが
できたこと、非常に地域にとって良いものを作れたと思いました。

・さまざまな立場の方が『文化的コモンズ』にどう関わるか、がはっきりと可視化されたことはよかった点です。そういった実証実験の場になりました。

・スタンプラリーにご参加くださった店舗・施設のみなさまから今後ウチも会場に使ってほしいというお声がけや、スタンプラリーをきっかけに、お店に足
を運んでもらえて、場所を知ってもらえて良かったなど嬉しいお声をいただけたこと、地域を盛り上げる一助になったように感じた
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３．アートコーディネーター養成講座

（２）実践編：基礎編終了後、まちかどライブクリエイションで自らの企画を実践する等、受講生ごとに活動。

・ひらいマルシェを企画・運営する中で、受講生の発表の場（シャッターアート）を設ける。

・オリジナルブックカバーを作成し、 TSUTAYAリノアス八尾店で、文庫本購入者に配布。

・萱振御坊 恵光寺で、会場の一部にフォトスポットを設置。

・茶吉庵でブース出展する。（妖雷舞クリエヰション(あやかしﾗｲﾌﾞｸﾘｴｲｼｮﾝ)、端切れの

ヘアアクセサリー、陶芸作品）

・恩智エリアを盛り上げるため、サンカラマルシェのリーダーと八尾の妖怪スタンプラリーを企画。

・TSUTAYAリノアス八尾店で端切れのヘアアクセサリーの販売、ワークショップを実施。

（１）基礎編：5/11（土）～7/27（土）全6回

【講師】

①萩原浩司氏、松尾泰貴氏（やおうえるかむコモンズ推進会議副会長）

②中本正樹氏（元・茨城県小美玉市四季文化館みの～れ館長補佐）

③大澤寅雄氏（文化コモンズ研究所代表・主任研究員）

④小國陽佑氏（NPO法人芸法理事長）

⑤アサダワタル氏（近畿大学文芸学部教員）

【令和６年度（第１期）】

受講生： 18歳（大学１年生）～77歳までの17人（男性４人・女性13人）
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【感想・コメント】

・講座を受講し、実践編で色々取り組んでいく中で、自分はまちづくりが好きなんだと改めて感じた。

・縁や出会いのタイミングの大切さを感じた。今回、実践編でのヘアアクセサリー作りはたまたま講座でご一緒し、近くの席でお話しすることから生まれた

もの。そこから、実際に販売するところまで広げることができ、うれしい。

・受講生にもっと若い人が増えてほしい。

・今考えると講師が男性ばかり。女性の講師がいてもいいと思う。

・私は職業柄、自分で作った作品を販売することは一生ないと思っていた。今回、販売する機会を作っていただき、本当に感謝している。

・はじめは学校に協力を求めたが、販売することのハードルの高さから難しいところがあり、諦めかけていた。皆さんに励まされ、サポートしていただいた

おかげで実施することができた。

・以前からやってみたいと思っていたシャッターアートが実現でき、子どもたちと一緒に作品作りができたことが本当にうれしかった。

・皆さんと講座でお会いし、お話しするたびに、私ももっと頑張ろう！！と勇気と元気をもらうとともに、様々な気付きを得ることができた。また、仲間

づくりの大切さを感じた。

・ブックカバーについて、周りの反響が大きかった。講師の方から大いに刺激を受けた。

・講座に参加したのは、何か大きなことをしたいと思ったから。1年目から大きなこと（ブックカバー）を

実現できたのは運営の皆さんの協力があったから。

・実践編で様々な場所を用意していただいていたことで、自分はどの会場で何ができるのか色々考えることが

でき、スムーズに実践編に入ることができた。

・八尾市内の色々な場所で講座を開催していただいたので、八尾には私が知らない魅力的な場所がたくさん

あることが分かった。
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